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◎中村学園田島グラウンド ついにオープン！

◎ 中村学園女子高等学校創立５０周年 新校舎オープン
教育学部誕生
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先生は優しい。フレンドリー

４
年
次
か
ら
１
年
間
に
わ
た
っ
て
開
催

さ
れ
る
青
峰
ゼ
ミ
で
は
、
５
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
栄
養
生
理
学
の
研

究
を
行
い
ま
す
。
各
グ
ル
ー
プ
で
研
究

テ
ー
マ
を
決
め
る
な
ど
自
主
性
を
重
ん

じ
た
ゼ
ミ
で
す
。

ダ
ン
デ
ィ
な
風
貌
で
穏
か
な
口
調
。

「
一
見
怖
そ
う
に
見
え
る
け
ど
や
さ
し

い
」
と
い
う
学
生
の
声
も
圧
倒
的
に
多

く
、
絶
大
な
人
気
を
集
め
る
青
峰
教
授
。

ゼ
ミ
希
望
の
学
生
も
多
く
、
最
後
は

ジ
ャ
ン
ケ
ン
を
勝
ち
抜
い
た
１５
名
の
学

生
が
学
ん
で
い
ま
す
。

青
峰
ゼ
ミ
で
は
栄
養
生
理
学
を
研
究

し
て
い
ま
す
。
特
に
、
栄
養
と
脳
機
能

と
の
関
連
、
糖
尿
病
と
脳
機
能
の
関
連
、

食
事
因
子
に
よ
る
冷
え
性
の
改
善
、
香

辛
料
の
生
理
機
能
、
ス
ト
レ
ス
と
脳
機

能
な
ど
を
中
心
に
し
た
研
究
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

青
峰
教
授
の
モ
ッ
ト
ー
は
、�
自
由
�

と
�
自
主
性
�。
研
究
を
始
め
る
前
に
、

学
生
た
ち
は
何
を
や
り
た
い
の
か
を
話

し
合
い
、
研
究
内
容
と
大
ま
か
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
決
め
ま
し
た
。
あ
く
ま
で

学
生
た
ち
が
主
体
で
、
先
生
は
要
所
要

所
で
面
談
を
行
い
、
学
生
の
計
画
が
実

現
可
能
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
よ
り
効
果

的
で
実
行
し
や
す
い
実
験
が
で
き
る
よ

う
助
言
を
行
い
ま
す
。「
こ
の
ゼ
ミ
を

通
し
て
、
管
理
栄
養
士
を
目
指
す
学
生

た
ち
に
、
患
者
さ
ん
を
生
理
学
的
に
見

る
視
点
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
」
と
青

峰
先
生
。

現
在
、
ゼ
ミ
生
は
５
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。

冷
え
性
と
食
べ
物
と
の
関
連
を
調
べ

て
い
る
グ
ル
ー
プ
は
２
つ
あ
り
、
そ
の

対
象
は
ハ
ム
と
か
ま
ぼ
こ
（
た
ん
ぱ
く

質
）、
も
う
ひ
と
グ
ル
ー
プ
が
ド
ラ
イ

フ
ル
ー
ツ
。
こ
う
し
た
食
物
を
健
常
者

と
冷
え
性
の
方
に
実
際
に
食
べ
て
も
ら

い
、
食
べ
て
か
ら
３０
分
後
ま
で
５
分
刻

み
で
、
足
、
指
の
末
端
を
は
じ
め
各
種

部
位
の
温
度
変
化
を
見
て
い
き
ま
す
。

運
動
と
冷
え
症
に
つ
い
て
研
究
す
る

グ
ル
ー
プ
も
あ
り
ま
す
。
運
動
前
後
の

体
温
、
血
圧
の
変
化
を
調
べ
、
運
動
が

も
た
ら
す
影
響
を
数
値
化
し
て
い
ま
す
。

残
り
２
グ
ル
ー
プ
は
、
ラ
ッ
ト
を
用

い
た
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
の
改
善
に
つ
い
て
研
究
す
る

グ
ル
ー
プ
で
は
、
神
経
伝
達
物
質
を
遮

断
す
る
ス
コ
ポ
ラ
ミ
ン
と
い
う
試
薬
を

ラ
ッ
ト
に
投
与
し
て
、
そ
の
行
動
を
調

査
し
て
い
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
と
食
べ
物

の
関
係
性
を
調
べ
る
グ
ル
ー
プ
で
は
、

血
糖
値
が
上
が
り
や
す
い
も
の
と
上
が

り
に
く
い
さ
つ
ま
い
も
の
ペ
ー
ス
ト
を

与
え
、
運
動
量
の
違
い
を
調
べ
て
い
ま

す
。学

生
た
ち
は
、
こ
う
し
た
地
道
な
実

験
結
果
を
デ
ー
タ
化
し
て
推
論
し
、
１２

月
い
っ
ぱ
い
ま
で
に
卒
業
論
文
と
し
て

ま
と
め
、
提
出
す
る
の
で
す
。

「
学
生
た
ち
に
は
、
自
分
が
や
っ
た

こ
と
に
責
任
を
も
つ
独
立
心
を
養
っ
て

も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
社
会
に
出

た
ら
全
て
が
自
分
の
責
任
で
す
。
お
ん

ぶ
に
だ
っ
こ
は
決
し
て
し
ま
せ
ん
。
大

学
を
卒
業
し
て
す
ぐ
に
使
え
る
人
材
に

な
る
よ
う
に
、
指
示
待
ち
人
間
で
は
困

る
の
で
す
」

学
生
た
ち
は
、
率
先
し
て
研
究
を
行

う
こ
と
で
、
社
会
人
と
し
て
最
も
重
要

で
あ
る
自
主
性
と
責
任
感
と
を
身
に
つ

け
て
く
れ
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

栄養科学部栄養科学科

青峰ゼミ
４年生 １５人

青峰 正裕先生教授

自由と自主性を重んじ、独立心を身につける

やってみないと
わからん

（青峰先生の口癖）
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０１

わ
が
ゼ
ミ
案
内

栄
養
科
学
部
栄
養
科
学
科

青
峰
正
裕
ゼ
ミ

【
在
学
生
の
ペ
ー
ジ
】

１０

サ
ー
ク
ル
紹
介

剣
道
部

１３

E
V
E
N
T
&
N
E
W
S

■

学
内
の
行
事

■

教
員
表
彰

■

研
究
助
成
・
受
託
研
究
採
択

■

教
職
員
の
動
き

１２

日
本
型
薬
膳
を
世
界
に
向
け
て

三
成
由
美
教
授

１６

付
属
幼
稚
園
だ
よ
り

０９

流
通
科
学
部

ス
カ
ラ
ー
シ
ッ
プ
留
学
報
告

０３

教
育
学
部
誕
生

０５

完
全
復
元
伊
能
図
全
国
巡
回
フ
ロ
ア
展

中
村
学
園
田
島
グ
ラ
ウ
ン
ド

０６

つ
い
に
オ
ー
プ
ン
！

０８

中
村
学
園
三
陽
中
学
校

ガ
ン
バ
リ
評
価
入
試

栄
養
科
学
部

Ｇ
Ｐ
採
択

【
卒
業
生
の
ペ
ー
ジ
】

１１

卒
業
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

就
職
課
コ
ラ
ム

中
村
学
園
女
子
高
等
学
校
創
立
５０
周
年

０７

新
校
舎
オ
ー
プ
ン



２０１１年４月 教育学部誕生
新
た
に
特
別
支
援
学
校
教
諭
の

免
許
取
得
に
も
対
応

今
ま
で
優
秀
な
教
育
者
や
保
育
者
を
多
数

輩
出
し
て
き
た
人
間
発
達
学
部
で
す
が
、
来

年
４
月
か
ら
教
育
学
部
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま

す
。
従
来
の
人
間
発
達
学
部
は
、
一
般
的
に

ど
う
い
う
学
部
な
の
か
理
解
さ
れ
に
く
い
面

が
あ
り
ま
し
た
。
幼
児
・
児
童
教
育
に
就
く

学
生
も
多
く
、
福
岡
県
で
は
知
名
度
も
高
い

の
で
す
が
、
例
え
ば
県
外
で
教
育
者
を
目
指

す
高
校
生
や
世
間
一
般
の
方
々
に
も
、
教
育

学
部
は
理
解
し
て
い
た
だ
き
や
す
い
学
部
名

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
人
間
発
達
学
部
で
は
、
幼
稚
園
教

諭
一
種
免
許
と
保
育
士
資
格
が
取
得
で
き
る

幼
児
発
達
学
と
、
小
学
校
教
諭
一
種
免
許
と

幼
稚
園
教
諭
一
種
免
許
が
取
得
で
き
る
児
童

発
達
学
と
の
２
つ
の
専
攻
に
分
か
れ
て
い
た

の
で
す
が
、
こ
れ
を
一
本
化
し
ま
す
。
今
ま

で
は
入
学
し
た
時
点
で
専
攻
が
決
ま
り
、
途

中
変
更
が
で
き
な
か
っ
た
の
を
、
入
学
し
て

か
ら
自
分
の
意
思
で
取
得
し
た
い
免
許
の
授

業
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
選
択
の
幅

が
広
が
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
特
別
支
援
学
校
教
諭
一
種
免
許

を
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
も
大
き
な

特
徴
で
す
。
当
学
部
で
取
得
可
能
な
小
学
校

教
諭
一
種
免
許
、
幼
稚
園
教
諭
一
種
免
許
、

保
育
士
資
格
、
特
別
支
援
学
校
教
諭
一
種
免

許
の
う
ち
、
３
つ
ま
で
は
学
生
の
努
力
次
第

で
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
も
ち

ろ
ん
、
大
変
な
努
力
は
必
要
で
す
が
、
教
育

者
を
目
指
す
学
生
に
と
っ
て
は
、
大
き
な

チ
ャ
ン
ス
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

建
学
の
精
神
の
も
と
学
問
に
励
み
、

未
来
の
子
ど
も
た
ち
の

よ
き
指
導
者
に
育
っ
て
ほ
し
い
。

２
０
１
１
年
４
月
、
人
間
発
達
学
部
は
教
育
学
部
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

新
し
い
教
育
学
部
は
、
今
ま
で
と
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
変
わ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

現
在
の
学
部
長
で
あ
り
、
４
月
か
ら
教
育
学
部
長
に
就
任
さ
れ
る
福
田
伸
光
教
授
に
、
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

教育学部長

福田 伸光教授
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仲
間
同
士
で
励
ま
し
合
っ
て
、

教
員
採
用
試
験
に
取
り
組
む

学
生
た
ち

中
村
学
園
大
学
の
学
生
た
ち
は
、
挨
拶
を

よ
く
し
、
明
る
く
て
、
実
に
真
面
目
で
す
。

教
員
採
用
試
験
を
目
指
す
学
生
た
ち
は
、
グ

ル
ー
プ
を
組
み
、
励
ま
し
合
い
、
支
え
合
い

な
が
ら
一
生
懸
命
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
、
学
部
と
し
て
も
学
生
た
ち
の
努
力

を
で
き
る
限
り
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

小
学
校
教
員
採
用
試
験
合
格
者
は
、
年
々

増
え
て
お
り
、
平
成
２２
年
に
は
現
役
合
格
者

３７
名
と
飛
躍
的
に
増
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
幼
稚
園
や
保
育
所
等
へ
の
就
職
に

つ
い
て
は
、
安
定
的
に
高
い
就
職
率
を
誇
っ

て
い
ま
す
。

世
の
中
で
は
痛
ま
し
い
事
故
、
事
件
が
数

多
く
起
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
代
だ

か
ら
こ
そ
、
ま
す
ま
す
幼
児
期
か
ら
の
教
育

が
重
要
に
な
っ
て
い
く
は
ず
で
す
。
大
学
で

よ
い
教
育
を
し
て
、
よ
い
人
材
を
世
に
送
り

出
し
、
よ
い
教
育
者
と
な
り
未
来
の
子
ど
も

た
ち
を
育
ん
で
く
れ
る
。
そ
う
信
じ
て
い
ま

す
。

建
学
の
精
神
の
も
と
に
学
び
、

人
間
的
な
基
礎
を

し
っ
か
り
と
固
め
て
ほ
し
い

中
村
学
園
大
学
ら
し
い
教
育
の
特
徴
は
、

建
学
の
精
神
に
表
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
精
神

と
は
、
日
本
人
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、「
清

節
の
風
を
た
っ
と
び
、
感
恩
の
情
に
と
み
、

労
作
を
い
そ
し
む
」
人
格
の
形
成
に
努
め
る

こ
と
で
す
。

人
間
教
育
の
基
本
は
、
清
節
（
志
を
清
く

守
っ
て
曲
げ
な
い
こ
と
）、
感
恩
（
他
人
か

ら
の
恩
を
感
じ
て
す
べ
て
に
感
謝
す
る
心
）、

労
作（
労
を
い
と
わ
ず
、懸
命
に
努
力
す
る
）

の
３
つ
。
こ
の
３
つ
は
、
生
き
て
い
く
上
で

最
も
大
切
な
言
葉
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
基
本
を
念
頭
に
置
い
て
、
常
に
正
直

で
誠
実
で
あ
り
な
が
ら
、
学
問
や
物
事
に
対

し
て
謙
虚
な
姿
勢
を
持
ち
つ
つ
、
中
村
学
園

大
学
で
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
ほ
し
い
。
本

学
で
学
ん
だ
学
生
が
社
会
人
に
な
り
、
厳
し

い
教
育
現
場
に
立
ち
難
し
い
人
間
関
係
に
悩

む
時
も
、
柔
軟
に
対
応
で
き
る
基
礎
を
し
っ

か
り
持
っ
た
人
間
に
成
長
で
き
る
よ
う
、

し
っ
か
り
と
教
員
ひ
と
り
ひ
と
り
が
学
生
と

向
き
合
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

教 育 方 針
●アドミッションポリシー
入学者受け入れに関する方針

求める人材像

○温かい心と感動する心が豊かな人

○人の世話を進んでやる人

○何事にも努力を惜しまず、忍耐力のある人

○目的意識を持ち、使命感に富む人

○高等学校で修得した教科すべてにおいて基礎学力があり、

知的好奇心が旺盛な人

●カリキュラムポリシー
教育課程に関する方針

「全人的教育」「確かな学力」「観察力と実践力の強化」を教育

の３本柱として、教養科目のほかに教育学、心理学、保育・福

祉の理論とともに、音楽・美術・体育などの基礎技能、教科教

育、指導法、保育内容などを含む演習・実習などを行います。

●ディプロマポリシー
卒業認定・学位授与に関する方針

全員が、小学校教諭・幼稚園教諭・保育士・特別支援学校教諭

の免許・資格取得を目標に、教育者・保育者としての心構え、

それに必要な知識・技能ならびに高い教養を十分に身につけさ

せます。卒業要件として所定科目の計１２４単位以上を修得する

ことが必要です。

教 育 内 容
●実技を含む専門科目を
重視した教育
●教育現場や施設などでの
実習を重視した教育
●少人数ゼミナールを
取り入れた人間教育
●主体性・協調性・問題解決
能力育成を重視した教育
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各メディアで�
多数とりあげられました！�

平
成
２２
年
７
月
３０
日
か
ら
８

月
１
日
の
３
日
間
、
中
村
学
園

大
学
の
体
育
館
に
お
い
て
、
完

全
復
元
伊
能
図
全
国
巡
回
フ
ロ

ア
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
フ
ロ
ア
展
は
、
福
岡
県
土
地

家
屋
調
査
士
会
が
主
催
す
る

「
土
地
家
屋
調
査
士
制
度
６０
周

年
・
表
示
登
記
制
度
５０
周
年
事

業
」
の
一
環
と
し
て
開
か
れ
た

も
の
で
、
中
村
学
園
大
学
は
会
場
提
供
な
ど
で
共
催
し
ま
し
た
。

開
会
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
藤
本

淳
学
長
が
「
伊
能
忠
敬
が
晩
年
、
力
を
込
め
て
作
成
し
た
地
図
で
す
。
地

図
の
上
を
歩
き
な
が
ら
彼
の
偉
業
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
。
中

村
学
園
大
学
付
属
あ
さ
ひ
幼
稚
園
の
園
児
ら
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行
い
、

華
々
し
く
フ
ロ
ア
展
は
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

縦
２
メ
ー
ト
ル
、
横
１
メ
ー
ト
ル
の
パ
ネ
ル
計
２
５
５
枚
か
ら
な
る
伊

能
大
図
は
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
製
で
、
地
図
の
上
を
歩
き
な
が
ら
閲
覧
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
九
州
で
、
伊
能
地
図
が
原
寸
大
で
公
開
さ
れ
る
の
は
初

め
て
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
会
場
に
は
家
族
づ
れ
な
ど
３
日
間
で
合
計
３
、

０
１
２
名
の
方
々
が
来
場
し
ま
し
た
。
ま
た
、
テ
レ
ビ
局
や
新
聞
社
な
ど

多
数
の
取
材
を
受
け
、
各
メ
デ
ィ
ア
で
取
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、
関
心
の
高

さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

５５
歳
か
ら
７２
歳
ま
で
の
１７
年
を
か
け
て
日
本
全
国
を
回
り
、
正
確
な
地

図
を
作
成
し
た
伊
能
忠
敬
の
不
撓
不
屈
の
精
神
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
、

来
場
者
は
み
な
満
足
げ
な
様
子
で
し
た
。

NHKニュース
（平成２２年７月３０日）

RKBニュース
（平成２２年７月３０日）

KBCニュースピア
（平成２２年７月３０日）

TNCハチナビ
（平成２２年７月３０日）

毎日新聞夕刊１面
（平成２２年７月３０日）

日本経済新聞夕刊１９面
（平成２２年７月３０日）

西日本新聞朝刊１面
（平成２２年７月３１日）

読売新聞朝刊３５面
（平成２２年７月３１日）

RKBラジオスナッピースポット
（平成２２年８月１日）

九
州
初
の
開
催
！

完完完完完完完完完完完完完完完完完完完完完完完完完完完完完
全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全
復復復復復復復復復復復復復復復復復復復復復復復復復復復復復
元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元
伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊伊
能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能能
図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図
全
国
巡
回
フ
ロ
ア
展

７
月
３０
日
�

▼

８
月
１
日
�
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ジョギング・ランニングコース�

軟式野球場� ラクロス・サッカー場�

クラブハウス�

弓道場�

駐輪場�

駐車場�

正門�

福岡市公園用地�

92m90m95m

80m
50m

文�

文�

202

557

別府駅�

別府交番�

別府6丁目�

新田島橋西�

城南区役所�

六本松駅�

城西中�

樋
井
川�

中村学園大学�
中村学園大学短期大学部�

九州大�
六本松�

キャンパス跡地�地下
鉄七
隈線
�

中村学園�
田島グラウンド�

（福岡市城南区田島1-2-1）�

中中中中中中中中中中中中中中中中中中中中
村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村
学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園
田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田
島島島島島島島島島島島島島島島島島島島島
ググググググググググググググググググググ
ララララララララララララララララララララ
ウウウウウウウウウウウウウウウウウウウウ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
ドドドドドドドドドドドドドドドドドドドド

つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
にににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに
オオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププププ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！

か
つ
て
の
九
州
大
学
田
島
寮
跡
地
に
新
し
く
整
備

を
進
め
て
い
た
「
中
村
学
園
田
島
グ
ラ
ウ
ン
ド
」
が
、

こ
の
た
び
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は

南
側
に
軟
式
野
球
場
１
面
、
北
側
に
ラ
ク
ロ
ス
兼

サ
ッ
カ
ー
場
１
面
、
そ
れ
を
取
り
巻
く
よ
う
に
５
０

０
�
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
・
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ー
ス
が
設
置

さ
れ
、
正
門
近
く
に
は
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
や
弓
道
場
も

新
設
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
中
村
学
園
田
島
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
大
き
な
特

徴
と
し
て
は
、
大
雨
時
に
調
整
池
の
役
割
を
果
た
す

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
平
成
２１
年
７
月
の
豪
雨
で

田
島
地
区
に
多
数
の
浸
水
被
害
が
出
た
こ
と
も
あ
り
、

地
域
住
民
及
び
福
岡
市
下
水
道
局
か
ら
洪
水
抑
制
の

協
力
依
頼
に
応
え
る
形
で
、
大
雨
時
に
は
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
１
、０
０
０
�
の
雨
水
を
貯
め
ら
れ
る
構
造
に

な
っ
て
い
ま
す
。

田
島
校
区
自
治
協
議
会
会

長
の
野
見
山
様
や
、
中
村
理

事
長
、
藤
本
学
長
ほ
か
関
係

者
が
出
席
し
、
中
村
学
園
田

島
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
竣
工
を
祝

い
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
藤
本
学

長
を
は
じ
め
合
同
学
友

自
治
会
会
長
の
久
富
さ

ん
（
人
間
発
達
学
部
２

年
）
の
挨
拶
や
、
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
が
晴
れ
や
か

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
中
村
理
事
長
か
ら

設
計
施
工
業
者
へ
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
後
に
開
催
さ
れ
た
記
念
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

広
々
と
し
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
合
同
学
友
自
治
会

主
催
の
サ
ッ
カ
ー
大
会
や
、
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
部
の
応
援
デ
モ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

竣工式
平成２２年
１０月５日

オープニング
セレモニー
平成２２年
１０月１６日

中村理事長による「始球式」
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昭
和
３５
年
、
学
園
祖
中
村
ハ
ル
先

生
が
「
理
想
の
女
子
教
育
を
」
と
の

思
い
を
込
め
て
設
立
し
た
中
村
学
園

女
子
高
等
学
校
。
５０
周
年
と
い
う
節

目
の
年
を
迎
え
た
平
成
２２
年
９
月
、

待
望
の
新
校
舎
が
完
成
し
ま
し
た
。

新
校
舎
に
お
い
て
大
切
に
さ
れ
た

の
は
「
中
村
ら
し
さ
」
で
す
。
人
間

教
育
を
重
視
さ
れ
た
ハ
ル
先
生
の
教

育
を
象
徴
す
る
講
堂
と
示
範
室
は
、

生
徒
の
昇
降
口
を
挟
ん
で
左
右
に
配

置
さ
れ
、
学
校
を
訪
れ
る
人
を
出
迎

え
ま
す
。
廊
下
は
ゆ
っ
た
り
と
広
く
、

学
校
内
の
各
所
に
緑
あ
ふ
れ
る
広
場

や
ベ
ン
チ
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
、
師

弟
は
も
ち
ろ
ん
人
と
人
の
触
れ
合
い

の
あ
る
、
ゆ
と
り
の
空
間
が
広
が
り

ま
す
。

ま
た
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
も

取
り
入
れ
る
な
ど
、
環
境
に
や
さ
し

く
、
ゆ
と
り
と
明
る
さ
に
満
ち
た

キ
ャ
ン
パ
ス
が
完
成
し
ま
し
た
。

９
月
７
日
に
は
竣
工
式
を
終
え
、

生生
徒徒
た
ち
は
新
し
い
学
舎
で
気
分
新

たた
にに
高
校
生
活
を
始
め
て
い
ま
す
。

竣工式（９月７日）

中
村
学
園
女
子
高
等
学
校
創
立
５０
周
年

新
し
き
学
舎
で
次
な
る
ス
テ
ー
ジ
へ

講堂
ハル先生が『心を育てる場所』と
して大切にされた講堂。１６８０人収
容可能な多目的施設として、学校
行事や文化的催しに使用されます。
水仙をモチーフにした緞帳は同窓
会の寄贈。

示範室
調理する先生の手元がよく見える
ように配慮された、「食」に力を
入れる中村らしい教室。モニター
が導入され、より見やすくなりま
した。調理台にはガスコンロと IH
を採用。

教室
大きな窓から陽光がふり注ぐ明る
い教室。チョークの粉が出ないガ
ラス黒板を採用しました。

水仙の丘
広々とした憩いの場。学校の中心
となるコミュニケーションスペー
スです。

カフェテリア
栄養バランスを考えたメニューで
生徒の健康をサポート。早朝に登
校する生徒のための朝食や、放課
後にはスイーツが提供されます。
明るい色調のインテリアが生徒に
好評です。

アクアリウム
水槽の中に美しい水辺の風景が広
がる癒しの空間。みつめる生徒た
ちのやさしい瞳が印象的です。卒
業記念品として設置されました。

礼法室
日本の伝統文化を学ぶための教室。
茶道を通じて日本女性としての心
を養います。
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取組概要

みなさん、小学校６年間に一生懸命に頑張ったことが何か一つはあるのでは
ないですか。そのガンバリを評価するのが、このガンバリ評価入試です。「大
会で優勝した」「段位を取った」も評価の対象ですが、「試合には負けたが３
年間休まず精一杯練習に励んだ」「学校を６年間皆勤した」など様々なガン
バリを評価します。
すなわち、テストの成績では評価されない皆さんの輝きを評価する入試です。

中村学園三陽中学校は“私立のふつうの中学校”です！
学力向上を図っていくことはもちろんですが、本校では、主に学力向上に重きを置くいわゆ

る有名私立中学校とは性格を異にする“私立のふつうの中学校”を目指します。その姿勢のひ
とつとして、中３で高１の範囲を学習するような先取り学習はしません。その分、本校では、
「自然との共存」「三陽でこんなことが出来るようになりました！」をテーマに、職場体験、
臨海学校、社会科見学、農作業、ホームステイなど、多くの行事を経験します。
進路選択が、多くの場合学業成績の優劣を基準になされる昨今、本校では、前述のような中

学校時の原体験が進路選択の基準となるような教育活動を行っていきます。

入試日程
■Ａ日程【専願入学試験・一般入学試験】
平成２３年１月６日�
■Ｂ日程【一般入学試験】
平成２３年１月２２日�

栄養科学部の
取り組み「患者の

行動変容を導く管理栄
養士の育成」が、文部科学
省平成２２年度「大学教育・
学生支援推進事業大学教育
推進プログラム」に採択さ
れました。この取り組みに
は今年度より、国から
重点的な財政支援
が行われます。

栄養科学部の取り組みが、
文部科学省 大学教育・学生支援推進事業
大学教育推進プログラムに採択

わが国では依然として、癌、肥満症、糖尿病、高血圧症、脂質異常症
などの生活習慣病が増加しています。この予防には、各人がライフスタ
イルに合わせて目標を立て、誤った食習慣や運動不足を改善する行動変
容が必要です。これに関して２００８年４月より、特定健診・特定保健指導
が義務付けられました。しかし、現在までの評価では、この特定保健指
導制度は成功していません。つまり、従来のステレオタイプな栄養指導
では充分な効果があがらないことが判明しています。そのため、栄養改
善の助言を担当する管理栄養士には、より高度な知識とコミュニケー
ション能力が必要です。
中村学園大学栄養科学部では時代の要求に先んじて、２００３年から「ヘ
ルスチェック」として毎年４月に学生全員を対象に、栄養の摂取状況の
アンケート調査、身体計測、血液尿検査を行い、学生自らの健康状態の
把握と栄養マネージメントを行わせています。この取り組みは、学生自
身の健康に対する意識改革と管理栄養士としての動機付けになりました
が、学生の大半は健常人でした。そのため、２００７年度からは模擬患者
（SP）教育を導入し、医療業務への動機づけを行っています。
今回は、患者や患者予備軍の行動変容を導き出す能力を備えた、特定
保健指導に対応できる管理栄養士の養成システムを構築します。すなわ
ち、患者との信頼関係を築くためのコミュニケーション能力、および、
患者の抱える問題点を正しく把握するための知識の習得を目標とします。

�コミュニケーション能力の向上のために、SP実習とその事前学習
を充実させ、更に、到達度を評価するための客観的臨床能力試験
（OSCE）を実施します。
�有病者と実際に接することができるように、付属医療施設として

２００９年に開業した「栄養クリニック」において、実際の治療に参加し栄
養指導と相談を体験させ、臨床への興味と学習の質を向上させます。１
年次から早期体験させることにより、臨床科目の学習への動機づけを促
します。また、管理栄養士養成施設では通常、附属病院などの学内での
実習施設を欠くため、近隣の病院や福祉施設に実習教育を委託していま
す。この実習先の施設や指導体制には、内容が不均一なため期待する程
の効果が上らない場合がありますが、これを是正することにつながりま
す。
�患者の行動変容を誘う栄養指導ツールとして、「グラフ化体重日記」
による患者指導法を習得させます。従来からの食品の栄養価の説明やエ
ネルギー制限の口頭での指導だけでは、数か月で乱れた生活習慣に戻っ
てしまい体重もリバウンドしますが、グラフ化体重日記は現在、行動変
容につながる唯一の手段と考えられています。
これらの取り組みは、OSCEのみならず、４年次の臨床総合科目の
筆記試験として評価します。長期的には、管理栄養士国家試験の結果、
卒業後の進路と栄養関連専門資格の取得状況の調査、および就職後２年
目、５年目のアンケート調査によって評価し、教育方法を修正していく
予定です。

患者の行動変容を導く管理栄養士の育成
～付属医療施設「栄養クリニック」での早期臨床体験と模擬患者実習を基盤とした実践教育～

平成２２年度～２４年度（３年間）

取組名称

取組期間

中村学園三陽中
学校

ガンバリ
評価入試

三つの
基本

www.nakamura-sanyo.ed.jp
福岡市西区今宿青木１０４２‐３３
TEL０９２‐８８２‐６６１１ FAX０９２‐８８２‐４３８７

多様な個性の集まり

ガンバリ評価入試
基礎学力の徹底

ドリル学習の導入
生活習慣の確立

学校給食の実施
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昨
年
（
平
成
２１
年
）
の
１０
月
か
ら
今
年
の

８
月
ま
で
、
中
国
人
民
大
学
で
１
年
間

学
ん
で
き
ま
し
た
。
流
通
科
学
部
の
海
外
留

学
ス
カ
ラ
ー
シ
ッ
プ
制
度
を
利
用
し
、
語
学

留
学
の
チ
ャ
ン
ス
に
恵
ま
れ
た
の
で
す
。

中
国
は
、
今
一
番
発
展
し
て
い
る
国
。
中

国
語
を
習
得
す
る
た
め
と
、
中
国
の
性

質
や
特
徴
を
肌
で
感
じ
た
く
て
留
学
を
志
願

し
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
留
学
生
は
、
９
月

か
ら
授
業
に
参
加
し
て
い
た
の
で
す
が
、
日

本
で
の
手
続
き
上
、
１０
月
か
ら
に
な
り
、
現

地
に
着
い
て
か
ら
、
大
学
や
病
院
な
ど
あ
ら

ゆ
る
手
続
き
を
自
分
ひ
と
り
で
や
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
状
況
。
留
学
前
に
中
国
語
の
勉

強
に
力
を
入
れ
て
い
た
も
の
の
、
ま
だ
日
常

会
話
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
態
で
、
身
振
り
手

振
り
、
知
っ
て
い
る
単
語
を
駆
使
し
て
、
何

と
か
手
続
き
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
経
験
が
、
自
分
に
と
っ
て
大
き
な
自
信

に
な
り
ま
し
た
。
寮
は
２
人
部
屋
だ
っ
た
の

で
す
が
、
幸
い
、
韓
国
人
の
ル
ー
ム
メ
イ
ト

が
力
に
な
っ
て
く
れ
て
。
し
か
も
、
彼
は
２６

歳
で
、
兵
役
を
終
え
た
ば
か
り
の
留
学
生
で
、

毎
日
も
の
す
ご
く
勉
強
し
て
い
ま
し
た
。
僕

も
そ
れ
に
影
響
さ
れ
、
半
年
間
は
、
毎
日
６

時
間
は
語
学
の
勉
強
に
費
や
し
て
い
ま
し
た

ね
。
１
、
２
月
は
す
ご
く
寒
く
て
、
マ
イ
ナ

ス
８
度
ま
で
気
温
が
下
が
り
ま
し
た
。
大
多

数
の
留
学
生
は
休
暇
で
国
に
戻
っ
て
し
ま
う

の
で
す
が
、
彼
と
一
緒
に
ひ
た
す
ら
勉
強
。

お
か
げ
で
、
彼
は
一
番
信
頼
で
き
る
友
達
に

な
り
、
今
で
も
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
ま
す
。

語
言
（
語
学
）
ク
ラ
ス
に
は
、
ア
メ
リ
カ
、

ド
イ
ツ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
モ
ン
ゴ
ル
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア

な
ど
世
界
中
か
ら
留
学
生
が
集
ま
っ
て
い
ま

し
た
。
最
初
の
６
か
月
が
過
ぎ
る
こ
ろ
に
は
、

こ
う
し
た
留
学
生
仲
間
や
現
地
の
中
国
人
の

友
達
も
た
く
さ
ん
で
き
、
彼
ら
と
は
今
も

メ
ー
ル
で
よ
く
や
り
と
り
し
て
い
ま
す
。

中
国
人
の
友
達
は
、
愛
国
心
が
強
く
、
勉

強
熱
心
。
将
来
は
起
業
し
た
り
、
海
外

で
働
き
た
い
と
い
う
意
欲
が
強
く
、
授
業
に

積
極
的
に
参
加
す
る
。
あ
ち
こ
ち
か
ら
い
つ

も
質
問
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
し
た
ね
。
彼
ら

は
、
自
分
た
ち
の
将
来
を
、
す
ご
く
楽
し
み

に
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
一
度
知
り
合
っ

た
ら
家
族
の
よ
う
な
付
き
合
い
に
な
る
ほ
ど

情
が
厚
く
、
近
す
ぎ
て
嫌
に
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、
中
国
語
を
熱
心
に
教
え
て
く

れ
た
り
、
発
音
を
何
度
も
し
つ
こ
く
直
さ
れ

た
り
。
勉
強
だ
け
で
な
く
、
よ
く
声
を
か
け

て
く
れ
て
遊
び
に
も
誘
っ
て
く
れ
、
楽
し
い

留
学
生
活
が
送
れ
ま
し
た
。

留
学
中
は
、
天
津
、
南
京
、
蘇
州
、
上
海
、

杭
州
、
四
川
な
ど
い
ろ
い
ろ
旅
行
に
も

行
き
ま
し
た
。
蘇
州
へ
は
ひ
と
り
で
３
週
間

ほ
ど
。
北
京
語
が
な
か
な
か
通
じ
ず
、
相
手

の
言
葉
が
聞
き
取
り
に
く
く
大
変
で
し
た
が
、

い
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

日
本
に
戻
っ
て
き
て
か
ら
は
、
話
す
こ
と

よ
り
書
く
こ
と
に
力
を
入
れ
て
勉
強
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
、
正
式
な
場
で
の

会
話
を
。
将
来
は
、
商
社
や
貿
易
関
係
の
日

本
の
企
業
に
入
り
、
中
国
で
働
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
留
学
を
経
験
し
度
胸
が
つ

い
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
先
、
自
分
が
ど
こ
ま

で
通
用
す
る
の
か
楽
し
み
で
す
。

自自分分のの世世界界ををいいっっききょょにに広広げげたた貴貴重重なな留留学学体体験験。。
ここのの体体験験をを活活かかししてて、、将将来来はは商商社社かか貿貿易易関関係係でで働働ききたたいい。。

流通科学部３年 馬場 崇平さん

流通科学部
スカラーシップ

留学報告
中
国
で
の
１
コ
マ

77

09



今
年
か
ら
部
に
昇
格
し
、ま
す
ま
す
気
合
が
入
る
剣
道
部
。

１２
月
の
試
合
に
向
け
て
練
習
に
気
合
が
入
り
ま
す
。

１２
月
の
試
合
、

一
回
戦
突
破
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。

今
年
か
ら
剣
道
連
盟
に
加
入
、
サ
ー
ク

ル
か
ら
部
に
昇
格
し
、
ま
す
ま
す
練
習
に

力
の
入
る
剣
道
部
。
毎
週
火
、
水
、
木
、

金
曜
の
週
４
回
、
１７
時
か
ら
１９
時
半
ま
で

練
習
が
続
き
、
全
員
の
気
合
の
入
っ
た
掛

け
声
が
練
習
場
に
響
き
渡
り
ま
す
。

「
２
年
生
か
ら
試
合
に
出
た
い
と
の
声

が
あ
が
り
、
剣
道
部
と
し
て
活
動
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
１
年
の
時
は
、
サ
ー

ク
ル
だ
っ
た
の
で
週
に
１
度
の
練
習
で
し

た
が
、
２
年
に
入
り
部
に
昇
格
す
る
と
週

に
２
度
の
練
習
に
な
り
、
７
月
か
ら
は
、

週
に
４
度
、
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
」
と

話
す
の
は
、
副
キ
ャ
プ
テ
ン
の
林
紀
子
さ

ん
（
流
通
科
学
部
２
年
）。
８
月
２９
日
に

念
願
の
全
九
州
学
生
団
体
剣
道
大
会
の
団

体
戦
に
出
場
し
た
も
の
の
、
男
女
と
も
１

回
戦
で
敗
退
。
そ
の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
、

今
ま
で
よ
り
も
練
習
を
ハ
ー
ド
に
し
て
い

ま
す
。
今
ま
で
は
基
本
練
習
が
多
か
っ
た

の
で
す
が
、
１
対
１
の
試
合
形
式
で
、
３
、

４
分
戦
い
、
全
部
員
と
当
た
る
地
稽
古
を

増
や
し
た
そ
う
で
す
。「
サ
ー
ク
ル
の
時

は
、
週
一
の
練
習
日
で
さ
え
、
４
、
５
人

し
か
集
ま
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
は
、

み
ん
な
積
極
的
に
練
習
に
取
り
組
ん
で
く

れ
ま
す
。
剣
道
は
精
神
面
が
強
く
な
る
の

で
、
消
極
的
で
人
前
で
話
せ
な
い
よ
う
な

人
で
も
積
極
的
に
話
せ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
よ
」
と
林
さ
ん
。

今
年
は
、
初
心
者
が
３
人
新
入
部
員
と

し
て
入
り
ま
し
た
。「
昨
年
は
辞
め
る
人

が
い
た
の
で
す
が
、
今
年
は
１
年
生
が

入
っ
て
き
て
く
れ
て
、
部
が
ま
と
ま
っ
て

き
ま
し
た
。
１２
月
５
日
に
は
、
次
の
試
合

が
あ
る
の
で
、
１
回
戦
を
突
破
で
き
る
よ

う
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
練
習
を
心
が
け
て
い

ま
す
」
と
話
す
次
期
部
長
の
加
藤
和
徳
さ

ん
（
流
通
科
学
２
年
）
が
練
習
を
引
っ
張

り
、
ま
す
ま
す
活
気
を
帯
び
る
剣
道
部
。

１２
月
の
試
合
、
ぜ
ひ
頑
張
っ
て
ほ
し
い
も

の
で
す
。

剣 道 部
部長／古川綾乃（人間発達学部３年生） 部員数／１６名
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人
の
命
を
救
う
仕
事
を

長
く
続
け
る
た
め
に
、

日
々
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
。

Ｏ
Ｎ
に
な
っ
た
先
輩
た
ち
の
す
ご
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す

北
九
州
市
消
防
局

島
添

昌
己
さ
ん

平
成
２１
年
度
中
村
学
園
大
学
流
通
科
学
部
卒
業

北
九
州
市
消
防
局
に
４
月
入
職
し
た
ば
か

り
。
消
防
士
と
い
う
仕
事
を
選
ん
だ
の
は
、

人
の
役
に
立
つ
仕
事
を
し
た
い
と
考
え
て
い

た
か
ら
。
ま
た
、
小
学
生
の
こ
ろ
か
ら
野
球

を
続
け
て
き
て
、
ず
っ
と
母
親
に
朝
早
く
か

ら
弁
当
を
作
っ
て
も
ら
う
な
ど
、
応
援
し
て

も
ら
っ
て
い
た
の
で
、
そ
の
恩
返
し
を
し
た

い
と
の
思
い
も
あ
り
ま
し
た
。
人
命
救
助
に

携
わ
る
消
防
士
は
人
に
誇
れ
る
仕
事
だ
し
、

俊
敏
さ
や
体
力
等
を
要
求
さ
れ
る
仕
事
だ
か

ら
、
体
育
会
系
の
自
分
に
は
合
う
と
思
っ
て

い
ま
す
。

す
で
に
火
事
や
救
急
の
現
場
に
は
、
出
動

し
ま
し
た
。
こ
わ
い
気
持
ち
も
あ
り
ま
す
が
、

目
の
前
に
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
命
が
あ
っ

た
ら
何
と
し
て
で
も
助
け
た
い
。
で
も
、
自

分
が
死
ん
で
し
ま
っ
て
は
は
じ
ま
ら
な
い
。

毎
日
訓
練
し
て
、
自
分
の
ス
キ
ル
を
磨
い
て

い
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

勤
務
シ
フ
ト
は
３
交
代
制
で
、
８
時
４５
分

か
ら
翌
朝
９
時
ま
で
勤
務
し
ま
す
。
１
日
の

ほ
と
ん
ど
は
、
ホ
ー
ス
延
長
な
ど
、
消
防
の

基
本
訓
練
に
明
け
暮
れ
て
い
ま
す
。
夜
間
は

仮
眠
時
間
も
あ
り
ま
す
が
、
も
ち
ろ
ん
、
火

事
や
救
急
、
災
害
等
が
あ
れ
ば
い
つ
で
も
出

動
で
き
る
態
勢
で
す
。
朝
は
６
時
に
起
き
て

署
内
の
掃
除
や
車
両
磨
き
等
を
行
い
、
次
の

チ
ー
ム
に
万
全
の
申
し
送
り
を
終
え
た
午
前

９
時
に
交
代
で
す
。

休
み
の
間
も
体
を
動
か
す
こ
と
が
多
い
で

す
ね
。
将
来
は
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
に
行
き
た
い

と
い
う
目
標
も
あ
り
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
筋
ト

レ
を
欠
か
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
先
輩
た

ち
を
見
て
感
じ
る
の
は
Ｏ
Ｎ
と
Ｏ
Ｆ
Ｆ
の
差

の
大
き
さ
。
命
に
か
か
わ
る
仕
事
だ
か
ら
、

ず
っ
と
気
持
ち
は
Ｏ
Ｎ
の
状
態
な
の
か
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
普
段
の
Ｏ
Ｆ
Ｆ
状
態
が
、

必
要
な
時
に
一
挙
に
Ｏ
Ｎ
に
変
わ
る
。
す
ご

い
と
思
い
ま
す
。

企
業
へ
の
就
職
活
動
は
せ
ず
に
、
公
務
員

一
本
に
絞
っ
て
勉
強
し
ま
し
た
。
大
学
３
年

か
ら
公
務
員
養
成
の
専
門
学
校
に
通
い
始
め

た
こ
と
で
、
周
囲
と
目
標
が
一
緒
だ
か
ら
や

る
気
も
出
た
し
、
ペ
ー
ス
も
つ
か
め
た
こ
と

が
良
か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
一
次
、
二

次
試
験
、
面
接
等
を
突
破
し
て
、
８
月
末
に

合
格
通
知
が
届
い
た
と
き
は
す
ご
く
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
こ
れ
だ
け
勉
強
し
た
の
は
初

め
て
と
い
う
く
ら
い
勉
強
し
ま
し
た
か
ら
。

高
校
時
代
の
野
球
部
で
は
、
外
野
手
と
し

て
甲
子
園
を
目
指
し
ま
し
た
。
僕
ら
は
残
念

な
が
ら
県
大
会
の
ベ
ス
ト
８
止
ま
り
。
大
学

で
は
軟
式
野
球
部
に
入
り
、
初
め
て
楽
し
い

野
球
を
知
り
ま
し
た
。
こ
う
し
て
野
球
を
続

け
た
こ
と
は
、社
会
人
と
な
っ
た
今
、役
立
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
人
づ
き
あ
い
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
し
、
上
下
関
係
に
も

慣
れ
て
い
ま
す
か
ら
。

後
輩
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
は
、
中
途
半
端
に

や
ら
な
い
こ
と
。
ど
う
せ
や
る
な
ら
、
ガ
ン

ガ
ン
や
っ
た
方
が
い
い
。
や
っ
た
り
や
ら
な

か
っ
た
り
す
る
方
が
、
結
局
き
つ
い
ん
で
す
。

続
け
る
こ
と
が
大

事
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。 みなさん、サッカーＷ杯における日本代表の活躍は、さぞかし感

動したことと思います。私も思わず涙がでるほどでした。なぜみんなあれほど感
動したのでしょう。それは前評判が非常に悪く結果を残せていなかったバラバラ
のチームが一致団結結束して、格上のチームに組織として挑んだ姿にあると思い
ます。たしかに個人では敵わなくとも、チームとして戦えば結果が残せることを
示してくれました。個人がチームのために出来ることを率先して取り組み、試合
に出た選手も、ベンチにいる選手も全てが一体となっていることを見ている誰も
がよく分かったのではないでしょうか。
つらいことを個人の問題としてではなく、チームが共有することは、もともと
日本人が持っている世界に誇れる能力ではないかと思います。また、そこが前評
判が高かったのに予選敗退した、個人主義の進んだ国とは違うところだとも思い
ます。
就職活動で大変なみなさんも、一人で活動しているのではありません。周りに
は色々なサポートをしてくれるサポーターがいるはずです。友達、家族、先生な
どへ悩まず相談しましょう。

生
ー

業
ュ

卒
ビタンイ

就職課
コラム
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日
本
型
薬
膳
を

世
界
に
向
け
て

栄
養
科
学
部
�
三
成
由
美
教
授

日
本
だ
け
で
な
く
、韓
国
も
中
国
で
も
薬
膳

ブ
ー
ム
が
起
こ
り
つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
。中
村

学
園
大
学
で
は
、「
薬
膳
科
学
研
究
所
」を
中

心
に
、地
元
企
業
や
行
政
と
の
協
力
で
幅
広
い

研
究
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。昨
年
１１
月
に
は
中

国
で
、今
年
６
月
に
は
韓
国
で
行
わ
れ
た
薬
膳

関
連
の
学
会
で
講
演
し
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
薬

膳
を
広
め
つ
つ
あ
る
三
成
由
美
教
授
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

「
薬
膳
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０
０
６
」か
ら

す
べ
て
は
始
ま
っ
た

６
月
１７
日
に
、
韓
国
の
明
知
大
学
校
で
開

催
さ
れ
た
「
２
０
１
０
年

韓
・
日

学
術

交
流

薬
膳
セ
ミ
ナ
ー
」に
参
加
し
て
、「
日

本
型
薬
膳
と
食
育
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演

を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
中
で
、
私
は
一
汁
三

菜
の
伝
統
食
を
基
本
と
し
た「
日
本
型
薬
膳
」

を
定
義
し
、
続
い
て
、
中
医
学
か
ら
み
た
便

秘
に
つ
い
て
解
説
し
、
排
便
か
ら
食
育
を
考

え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
提
言
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
参
加
の
き
っ
か
け
は
、
中
村
学
園

大
学
が
開
催
し
た
「
薬
膳
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ

２
０

０
６
」。
福
岡
市
の
協
力
で
、
日
本
で
初
め

て
大
学
が
開
催
し
た
エ
キ
ス
ポ
で
、
薬
膳
を

テ
ー
マ
と
し
た
日
中
韓
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
開
催
し
た
こ
と
に
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

と
き
、
以
前
か
ら
学
術
交
流
を
進
め
て
き
た

中
国
・
上
海
中
医
薬
大
学
と
韓
国
・
明
知
大

学
校
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
の
で
す
。

昨
年
１１
月
に
中
国
・
上
海
で
開
催
さ
れ
た

「
２
０
０
９
上
海
中
医
薬
国
際
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
も
同
様
で
す
。
中
国
側
か
ら
の
依
頼
を

受
け
て
、
本
学
の
薬
膳
科
学
研
究
所
の
内
山

文
昭
所
長
、
吉
岡
慶
子
栄
養
科
学
部
長
、
客

員
研
究
員
で
産
業
医
科
大
の
徳
井
教
孝
副
教

授
と
私
の
４
名
が
上
海
に
赴
き
、「
中
医
薬

膳
と
健
康
産
業
の
発
展
」
の
テ
ー
マ
で
分
科

会
を
行
っ
た
の
で
す
。

本
学
の
薬
膳
科
学
研
究
所
は
「
食
と
健
康

に
関
す
る
薬
膳
の
総
合
的
な
学
問
体
系
を
構

築
し
、
新
し
い
研
究
領
域
を
創
造
し
、
そ
の

成
果
を
社
会
に
還
元
す
る
こ
と
」
を
目
的
に

設
立
さ
れ
た
研
究
機
関
で
、
分
子
栄
養
学
、

栄
養
疫
学
、
生
体
応
答
、
開
発
・
教
育
の
４

部
門
で
研
究
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
上
記
の

４
名
は
各
部
門
の
責
任
者
で
も
あ
り
ま
す
。

地
域
だ
け
で
な
く
、世
界
へ

日
本
型
薬
膳
を
発
信
し
た
い

今
ま
で
の
薬
膳
研
究
は
「
シ
ン
ク
グ
ロ
ー

バ
リ
ー
、
ア
ク
ト
ロ
ー
カ
リ
ー
」。
グ
ロ
ー

バ
ル
に
考
え
、
活
動
は
九
州
各
地
の
行
政
や

企
業
へ
の
協
力
な
ど
、
地
域
を
中
心
に
成
果

を
出
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
よ
り
活
動
の
幅

を
広
げ
、
研
究
・
教
育
を
通
し
て
世
界
の

人
々
と
共
感
し
た
い
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
は

「
シ
ン
ク
グ
ロ
ー
バ
リ
ー
、
ア
ク
ト
グ
ロ
ー

バ
リ
ー
」。
実
は
、
す
で
に
世
界
に
活
動
を

広
げ
る
機
会
は
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

私
は
、
ア
ジ
ア
だ
け
で
な
く
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
も
目
を
向
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
叔

母
が
ヴ
ァ
チ
カ
ン
に
奉
職
し
て
い
る
た
め
、

２
年
に
一
度
は
ヴ
ァ
チ
カ
ン
を
訪
ね
、
イ
タ

リ
ア
修
道
院
の
食
事
や
地
中
海
式
ダ
イ
エ
ッ

ト
に
注
目
し
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
ト
ヨ
タ
生
協
の
専
務
理
事
の

金
井
様
よ
り
依
頼
を
う
け
、
共
同
研
究
者
の

徳
井
先
生
と
５
年
前
か
ら
ト
ヨ
タ
九
州
、
２

０
０
７
年
は
イ
タ
リ
ア
ト
ヨ
タ
、
２
０
１
０

年
は
チ
ェ
コ
共
和
国
の
ト
ヨ
タ
へ
と
訪
問
し

日
本
型
薬
膳
を
取
り
入
れ
た
働
く
人
の
健
康

管
理
シ
ス
テ
ム
や
、
健
康
増
進
の
た
め
の
メ

ニ
ュ
ー
開
発
な
ど
栄
養
指
導
の
支
援
を
し
て

い
ま
す
。

ト
ヨ
タ
生
協
は
ト
ヨ
タ
自
動
車
�
の
国
内
、

海
外
の
病
院
や
職
域
レ
ス
ト
ラ
ン
の
栄
養
指

導
事
業
を
担
当
さ
れ
、
現
在
、
本
学
の
卒
業

生
１５
名
が
管
理
栄
養
士
と
し
て
活
躍
し
て
い

ま
す
。

日
本
か
ら
世
界
へ
と
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍

し
て
い
く
学
生
た
ち
に
は
、
科
学
の
考
え
方

を
基
本
と
し
た
調
理
が
実
践
で
き
、
日
本
の

食
文
化
に
も
造
詣
が
深
く
総
合
的
な
栄
養
管

理
能
力
と
専
門
性
の
高
い
実
践
力
の
あ
る
管

理
栄
養
士
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

そ
し
て
、
学
園
祖
中
村
ハ
ル
先
生
の
食
と

健
康
に
関
す
る
ス
ピ
リ
ッ
ト
も
し
っ
か
り
伝

え
て
い
き
た
い
で
す
。

産
学
連
携
で
開
発
し
た

西
部
ガ
ス
�
の

食
育
カ
レ
ン
ダ
ー

チェコ共和国のトヨタ自動車�合弁会社にて
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日
本
調
理
科
学
会

開
催

平
成
２２
年
８
月
２７
・
２８
日
の
両
日
、
中
村

学
園
大
学
で
、
吉
岡
慶
子
教
授
を
実
行
委
員

長
と
し
て
、
日
本
調
理
科
学
会
平
成
２２
年
度

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
会
場
で
は
口

頭
発
表
や
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
計
２
２
２

題
の
研
究
発
表
、
う
ま
味
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
及
び
薬
膳
科
学
研
究
所
に

よ
る
特
別
展
示
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
公
開
学
術
講
演
会
が
「
２１
世
紀
に

つ

つ
く

は
ぐ
く

お
け
る
食
の
あ
り
方
―
継
ぐ
・
創
る
・
育
む

―
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
、
日
本
を
中
心

に
中
国
、
韓
国
の
研
究
者
を
交
え
て
２１
世
紀

の
食
は
如
何
に
あ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
講
演

が
な
さ
れ
、
一
般
市
民
も
含
む
熱
心
な
参
加

者
で
会
場
が
埋
め
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

貞淳氏

公開学術講演会
つ つく はぐく

「２１世紀における食のあり方－継ぐ・創る・育む－」

日時：８月２７日� １４：２０～１７：３５

会場：中村学園大学

（福岡市城南区別府５丁目７番１号）

■基調講演
「知の先端からの発想の転換」――自然に知恵を求める

�北九州産業学術推進機構 理事長（北九州市立大学 元副学長） 国武 豊喜

■講演�
「栄養免疫学と食育推進への取り組み」

――Prevention of the Double Burden of Malnutrition

低栄養と免疫・過剰栄養の疾病予防を見つめた研究の軌跡――

和洋女子大学 学長 坂本 元子

■講演�
「韓国における学校給食と薬膳教育」

韓国明知大学校 教授 貞淳

■講演�
「中医学からみた健康増進と薬膳の利点」

上海中医薬大学 教授 朱 根勝
司会 中村学園大学 教授 吉岡 慶子

中村学園大学 教授 三成 由美

後援／福岡県教育委員会、福岡市教育委員会

学生が福岡のためにできること
好いとうよFUKUOKA２０１０に参加

９月２５日�、２６日�に福岡市役所前ふれあい広場で、「ふくおか学生イベント 学生

が福岡のためにできること 好いとうよFUKUOKA２０１０」が開催されました。

このイベントは、約１２０名の福岡市内の学生実行委員が中心となり企画が考えられ、

本学の学生は２５名が参加しました。「福岡が学生の街であることをアピールすることで

福岡市を盛り上げられたら」と、副実行委員長の園田真也さん（流通科学部３年）。

ライブなどのステージイベントに加え、地場企業（主に食品関連）のブースが並ぶな

か、中村学園大学学園祭実行委員会ステージによるタコス、また、実際に生産現場に出

向いて手に入れた豚肉を使った揚げライスなどの屋台にはたくさんの人が訪れていまし

た。こうした福岡の食品や農産物を一般に知ってもらうのも目的のひとつ。

また、破棄されるチラシを使い、１０万羽の折鶴をつなげギネスにも挑戦。学生の若さ

と活気あふれるイベントでした。

プログラム

国武豊喜氏坂本元子氏朱 根勝氏

ふくおか
学生イベント
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第
３７
回
公
開
講
座

開
催

今
年
で
３７
回
目
と
な
る
公
開
講
座
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
公
開
講
座
は
、
地
域
と
の
共

生
と
い
う
観
点
か
ら
、
市
民
の
方
々
に
本
学

の
教
育
・
研
究
の
成
果
を
還
元
し
、
交
流
を

深
め
る
目
的
で
開
催
さ
れ
て
お
り
、
当
日
は

多
く
の
受
講
者
で
会
場
が
埋
ま
り
ま
し
た
。

■Ａコース １０月２日

「暮らしに活かす食の知識と話し方の知恵」
開講式 学長 藤本 淳
短期大学部キャリア開発学科 准教授 本山 和子
『あなたの話は伝わっていますか？

－コミュニケーションの阻害要因、促進要素－』

流通科学部 教授 甲斐 諭
『食の国際化と地産地消』

■Ｂコース １０月９日

「揺れる食の世界�」
栄養科学部 准教授 岩本 昌子
『「油」と「脂」と私たちの食事』
短期大学部食物栄養学科 講師 吉田 弘子
『「食事バランスガイド」の活用と献立の工夫』

■Ｃコース １０月１６日

「シニア世代の新教養」
人間発達学部 教授 �地 勝人
『こころとからだの活性化
－リラクセイションの体験－』

人間発達学部 教授 福田 伸光
『音楽の世界あれこれ
－ピアノでクラシック音楽を楽しむ－』

閉講式 公開講座委員長 古相 正美

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
研
修
会

平
成
２２
年
９
月
７
日
、
西
２
号
館
４
階
２

４
０
５
講
義
室
に
お
い
て
、
教
職
員
を
対
象

と
し
た
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
研
修

会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
師
と
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
う
め
づ
メ
ン

タ
ル
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
安

部
猛
先
生
を
お
招
き
し
、「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

の
加
害
者
と
な
ら
な
い
た
め
に
」
を
テ
ー
マ

に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

安
部
先
生
は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
定
義
に

つ
い
て
詳
し
く
説
明
さ
れ
、「
相
手
を
一
人

の
人
間
と
し
て
き
ち
ん
と
み
た
対
応
を
し
て

い
る
か
が
、
一
番
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。」
と

強
調
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
自
分
自
身
が
無

自
覚
の
ま
ま
に
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
加
害
者
に

な
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
一
人
ひ
と
り
が

日
常
的
に
気
を
つ
け
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
実
例
に
も
と
づ
き
、
そ
の

背
景
や
被
害
者
の
こ
こ
ろ
を
考
え
る
こ
と
の

大
切
さ
に
つ
い
て
も
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

活
発
な
質
疑
応
答
も
行
わ
れ
、
と
て
も
充

実
し
た
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
研
修
会

平
成
２２
年
９
月
７
日
、
西
２
号
館
４
階
２

４
０
５
講
義
室
に
お
い
て
、
衛
生
委
員
会
主

催
に
よ
る
教
職
員
を
対
象
と
し
た
「
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
研
修
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
学
の
産
業
医
（
森
山
耕
成
教
授
）
か
ら
、

衛
生
委
員
会
や
産
業
医
の
役
割
、
職
場
に
お

け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
等
に
つ
い
て
Ｄ

Ｖ
Ｄ
の
上
映
を
交
え
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
者
を
出
さ
な
い
た

め
に
は
、
何
よ
り
予
防
や
早
期
発
見
が
大
切

と
さ
れ
、
組
織
と
し
て
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

問
題
へ
の
取
組
み
や
個
人
へ
の
介
入
の
ル
ー

ル
作
り
等
、
職
場
に
お
け
る
環
境
の
整
備
が

望
ま
れ
る
と
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
「
疲
労
蓄
積
度
自
己
診
断
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
」
が
紹
介
さ
れ
、
全
教
職
員
が
受
診

し
、
各
自
の
健
康
管
理
に

活
用
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

プログラム
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第
２
回

ふ
く
お
か
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

平
成
２２
年
１０
月
８
日
、
福
岡
市
の
福
岡
歯

科
大
学
に
お
い
て
、
第
２
回
ふ
く
お
か
教
育

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地
下
鉄

七
隈
線
沿
線
三
大
学
連
絡
協
議
会
※

の
活
動

の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
、
多
く
の
参
加
者

が
会
場
に
集
ま
り
ま
し
た
（
※
福
岡
大
学
・

福
岡
歯
科
大
学
・
中
村
学
園
大
学
に
よ
る
連

携
事
業
）。

当
日
は
左
記
の
内
容
に
て
、
内
閣
府
食
品

安
全
委
員
会
委
員
で
東
京
大
学
名
誉
教
授
の

長
尾
拓
氏
に
よ
る
特
別
講
演
が
行
わ
れ
る
な

ど
、
充
実
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
な
り
ま
し
た
。

■開会挨拶
福岡歯科大学 学長 北村 憲司

■基調講演
「食と健康」
中村学園大学 学長 藤本 淳

■特別講演
「食品摂取の安全確保への取り組み」
内閣府食品安全委員会委員 東京大学名誉教授 長尾 拓氏

■閉会挨拶
福岡大学 副学長 瓦林 達比古

指
導
主
任
研
修
会
開
催

平
成
２２
年
９
月
８
日
、
本
学
西
２
号
館
に

お
い
て
、「
平
成
２２
年
度
指
導
主
任
研
修
会
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
ま
ず
、
中
村
量
一
理
事
長
か

ら
、
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。「
建
学
の
精
神
」

と
教
育
・
経
営
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
社

会
情
勢
と
教
育
と
の
関
わ
り
や
、
日
本
の
高

等
教
育
の
現
状
を
踏
ま
え
、
本
学
の
課
題
と

将
来
の
方
向
性
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
、
幼
児
保
育
学
科
の
吉
川
昌
子

准
教
授
か
ら
「
発
達
障
が
い
学
生
の
理
解
と

支
援
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
演
で
は
、発
達
障
が
い
の
定
義
や
内
容（
自

閉
症
、ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
、注
意
欠
陥
・

多
動
性
障
が
い
、
学
習
障
が
い
、
他
）
と
、

そ
の
特
徴
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
学
習
面
、
行
動
面
に
お
け
る
傾
向
や

特
徴
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
障
が
い
に
対
す

る
周
囲
の
正
し
い
理
解
に
よ
り
障
が
い
を
持

つ
学
生
の
生
活
上
の
問
題
を
軽
減
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
周
囲
の
支
援
が
得

ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
二
次
障
が
い
を
引
き

起
こ
す
可
能
性
も
あ
り
、
誤
解
を
招
い
た
り
、

抑
う
つ
、
パ
ニ
ッ
ク
、
ひ
き
こ
も
り
、
休
学

な
ど
の
状
況
に
な
り
か
ね
な
い
そ
う
で
す
。

講
演
で
は
、
学
内
で
実
施
さ
れ
た
「
発
達
障

が
い
の
あ
る
学
生
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
」
の
結
果
が
報
告
さ
れ
、
改
め
て
、
今
後

の
学
生
支
援
の
重
要
さ
を
認
識
す
る
こ
と
が

で
き
る
研
修
会
に
な
り
ま
し
た
。

プログラム

福岡大学

瓦林達比古 副学長
内閣府食品安全
委員会委員

長尾 拓 氏

中村学園大学

藤本 淳 学長
福岡歯科大学

北村憲司 学長

吉川昌子 准教授中村量一 理事長

77

15



�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

中
村
学
園
女
子
高
校
の

高
島
さ
ん
が
優
勝

〜
全
国
高
校
総
体
走
り
高
跳
び
〜

平
成
２２
年
７
月
３０
日
、
沖
縄
県
で
開
催
さ

れ
た
全
国
高
校
総
体
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
の

陸
上
女
子
走
り
高
跳
び
競
技
で
、
中
村
学
園

女
子
高
校
３
年
の
高
島
柚
佳
さ
ん
が
、
見
事

優
勝
の
栄
冠
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
（
記
録
は

１
メ
ー
ト
ル
７４
で
、今
大
会
県
勢
初
の
優
勝
）。

な
お
、
同
じ
く
中
村
学
園
女
子
高
校
２
年
の

村
上
佑
琳
子
さ
ん
が
９
位
に
入
り
ま
し
た

（
記
録
は
１
メ
ー
ト
ル
６８
）。

９
月
２８
日
に
行
わ
れ
た
祝
賀
会
に
は
多
く

の
関
係
者
が
集
ま
り
、
高
島
さ
ん
は
じ
め
陸

上
部
の
健
闘
を
讃
え
ま
し
た
。

中
村
学
園
三
陽
高
校
が
優
勝

〜
全
国
高
校
総
体
セ
ー
リ
ン
グ
〜

平
成
２２
年
８
月
１０
日
、
中
村
学
園
三
陽
高

校
が
、
沖
縄
県
で
開
催
さ
れ
た
全
国
高
校
総

体
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
セ
ー
リ
ン
グ
Ｆ
Ｊ
級

男
子
団
体
（
デ
ュ
エ
ッ
ト
）
で
３
年
ぶ
り
６

度
目
の
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

２
人
乗
り
同
級
ソ
ロ
の
総
合
得
点
で
順
位

が
決
ま
る
デ
ュ
エ
ッ
ト
競
技
で
す
が
、
ソ
ロ

で
徳
重
樹
さ
ん
（
３
年
）
山
田
剛
士
さ
ん
（
２

年
）
組
の
Ｃ
チ
ー
ム
が
優
勝
（
２
年
ぶ
り
５

度
目
）、
Ａ
チ
ー
ム
が
２
位
、
Ｂ
チ
ー
ム
が

５
位
と
健
闘
し
、

デ
ュ
エ
ッ
ト
優
勝

の
栄
冠
に
輝
き
ま

し
た
。

１０
月
１６
日
に
開

催
さ
れ
た
祝
賀
会

で
は
、
保
護
者
や

多
数
の
関
係
者
が

ヨ
ッ
ト
部
の
栄
誉

を
讃
え
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

２
０
１
０
開
催

平
成
２２
年
８
月
７
日
、
２１
日

の
両
日
、
大
学
お
よ
び
短
期
大

学
部
に
お
い
て
、「
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
２
０
１
０
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
大
変
暑
い
な
か
、
２
日
間
で
４
、

７
１
１
名
の
受
験
生
・
保
護
者
の
方
々
が
来

場
さ
れ
、
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

教
員
に
よ
る
入
試
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
在
学

生
に
よ
る
学
生
生
活
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
は
じ

め
、
模
擬
授
業
、
推
薦
入
試
対
策
講
座
、
ク

ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
紹
介
な
ど
、
学
部
・
学
科

や
入
試
の
内
容
が
よ
く
分
か
る
イ
ベ
ン
ト
が

催
さ
れ
、
参
加
者
か
ら
は
、「
充
実
し
た
時

間
が
過
ご
せ
ま
し
た
」「
中
村
の
特
徴
が
よ

く
わ
か
る
内
容
で
し
た
」
と
の
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

平
成
２３
年
３
月
１９
日
に
は
春
の
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
し
ま
す
。

付属幼稚園
園長だより

教育ってなんだろう
壱岐幼稚園 園長

久富さよ子

「おはよう」「おはようございま
す」壱岐幼稚園の朝は、先生と子ど
もたちの賑やかで可愛い声のごあい
さつで始まります。なかにはお母さ
んと離れがたく、泣いてしまう子ど
ももいます。４月当初、よく見られ
た光景です。そんな子どもたちも次
第に幼稚園の面白さに気付き、自分
で小さな楽しみを見つけ始めます。
そして泣いてばかりの自分をどこか
に置いてくるのでしょうか…。こん
なこともありました。園長室に３歳
児のＢ君がすごい勢いで飛び込んで
きました。「ほら先生、僕今日は泣
かないで来たよ」 目をキラキラさ
せて笑顔でまっすぐ見つめるＢ君に、
思わず胸が熱くなりました。
園で子どもたちと長い時間を共に
過ごすと、いつの間にか立ち止まっ
たり、引き込まれたり、心を揺さぶ
られたり、そんな場面に遭遇します。
ある日、こんな光景に私はしばし見
入っていました。それは花壇の一部
を利用して、年長全員と先生たちが
裸足で手作りの田んぼを作っていた
のです。皆一生懸命です。脇目もふ
らず土を掘り、その土を一輪車に乗
せ、運び出しました。作業は実に手
際よく行われ、掘った大きな穴の底
にビニールを敷き、水を溜め、もう
一度土を入れ、苗を植えました。手
作りの水田が完成したのです。
また、年長全員が先生たちと園庭
で「鬼ごっこ」をしていました。園
庭全部をちびっ子鬼共は走り回って
います。先生も逃げる方、捕まえる
方に分かれ必死です。年長さんとも
なると、その速さは大人顔負けです。
子どもたちの賑やかな声は、雲を突
き抜け天まで響いているようでした。
教育という言葉の前に、とかく私
たちは身構えてしまいがちです。し
かし、園で日常みられる保育者の本
気の行動や仲間の真剣な姿に触れつ
つ、子どもたちは自らも新たな一歩
を踏み出そうとするのではないで
しょうか。「子どもは教えたように
はしない、見たようにする」という
禅の言葉があるそうですが、まずは
子どもの側に居る私たち大人が、親
や教師の日々の言動こそが、何にも
勝る教育力そのものであることを、
折にふれ痛切に感じる次第です。
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三成由美教授 吉田弘子講師

第
１７
回

教
育
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催

平
成
２２
年
９
月
８
日
、
本
学
西
２
号
館
に

お
い
て
、「
第
１７
回
教
育
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

が
以
下
の
内
容
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
毎
年
、
本
学
の
教
職

員
を
対
象
に
開
催
さ
れ
、
組
織
的
な
Ｆ
Ｄ

（
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
・
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン

ト
）
の
推
進
を
図
る
た
め
の
取
り
組
み
の
一

つ
で
す
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
『
各
学
部
・
学
科
に
お

け
る
「
授
業
の
工
夫
」』
で
、
藤
本
学
長
の

開
会
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
各
学
部
・
学
科
か

ら
提
言
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
提
言
で
は
授
業

改
善
へ
の
様
々
な
取
り

組
み
、
課
題
、
今
後
の

展
望
が
報
告
さ
れ
、
さ

ら
な
る
教
育
内
容
の
充

実
と
教
員
の
資
質
向
上

へ
の
意
欲
が
語
ら
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
総
合
討
論
で

は
活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
、
教
職
員
の
Ｆ

Ｄ
推
進
へ
の
熱
意
が
あ

ふ
れ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
に
な
り
ま
し
た
。

アジア国際薬膳公開講座
［研究代表者］三成由美 教授

（大学・栄養科学部）
［助 成 団 体］財団法人江頭ホスピタリティ

事業振興財団
［助成金名称］平成２２年度研修会等開催事業

に対する助成金
［助 成 金 額］２０万円

健康に寄与する薬膳メニューの開発及びその普及活動
［受 入 先］薬膳科学研究所（内山文昭所長）
［研究代表者］三成由美 教授（大学・栄養科学部）
［助 成 団 体］西部ガス株式会社
［助成金名称］平成２２年度研究助成寄付金
［助 成 金 額］１５０万円

高純度グルコマンナンを含む
こんにゃく精粉がヒトの糖質代謝に
与える影響
［研 究 者］吉田弘子 講師

（短期大学部・食物栄養学科）
［助 成 団 体］株式会社久留米リサーチ・

パーク
［助成金名称］福岡県新製品・新技術創出研

究開発支援事業
［助 成 金 額］１０５万円
こんにゃくの主成分であるグルコマンナンは、食後血糖値お
よび血清脂質濃度の抑制、有害物質の排泄促進、便秘解消など
様々な栄養生理効果が知られています。本研究では、機能性を
持つ新たな食品の開発を目的とし、高純度グルコマンナンがヒ
トの糖質代謝に与える影響について検討を行います。

栄養科学に基づく乳がんおよび
大腸がん予防の基盤形成
［研究代表者］中野修治 教授

（大学・栄養科学部）
［研究分担者］今井克己 教授 太田英明 教授

津田博子 教授 森山耕成 教授
岩本昌子 准教授 森口里利子 講師
宮崎 瞳 助教 小野美咲 常勤助手

（大学・栄養科学部）
［助 成 団 体］文部科学省
［助成金名称］平成２２年度私立大学戦略的研究基盤形成支援事業
［助 成 金 額］４，２５０万円

肥満における乳癌、大腸癌の発症機序の研究

［研究代表者］中野修治 教授（大学・栄養科学部）
［研究分担者］森山耕成 教授 宮崎 瞳 助教

小野美咲 常勤助手（大学・栄養科学部）
［助 成 団 体］日本私立学校振興・共済事業団
［助成金名称］私立学術研究振興資金
［助 成 金 額］７５０万円

学長 藤本 淳

講師 内田 和宏
准教授 岩田 京子
助手 花隈 悦子

講師 川俣 沙織

教授 原 孝之

准教授 福沢 健

講師 石黒万里子
講師 野上 俊一
講師 山田 朋子

ＦＤ推進委員会委員長
教授 藤田 守

１．開会の挨拶

２．各学部・学科からの発表
１）短期大学部食物栄養学科
食物栄養学科における「授業の工夫」
２）短期大学部キャリア開発学科
「大教室授業」／チームティーチングを効率
的・効果的にする小ネタ集
３）短期大学部幼児保育学科
幼児保育学科における授業の工夫
４）栄養科学部
ゆとり教育世代の大学生―実態から見えてく
るもの工夫すべきこと
５）流通科学部
流通科学部における大学基礎講座の取り組み
について
６）人間発達学部
改組を見すえた実習指導の工夫―実習園と学
部および幼保実習間の連携を中心に―

３．総合討論

４．閉会の挨拶

研究助成・受託研究

司会・進行 流通科学部 FD推進委員 浅岡 柚美

中野修治教授
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片山 富弘 教授

西
部
地
区
五
大
学
共
同
開
講
授
業
科
目

「
博
多
学
」
開
講

九
州
大
学
、
西
南
学
院
大
学
、
福
岡
大
学
、

福
岡
歯
科
大
学
、
中
村
学
園
大
学
（
西
部
地

区
五
大
学
連
携
懇
話
会
・
平
成
１８
年
発
足
）

は
、
博
多
を
「
自
然
」「
歴
史
」「
文
化
」
の

面
か
ら
考
察
す
る

共
同
開
講
授
業
科

目
「
博
多
学
」
を

開
講
し
ま
し
た
。

共
同
開
講
は
平
成

２２
年
度
が
初
め
て

の
取
り
組
み
で
、

１
単
位
を
取
得
で
き
、
５
大
学
で
計
９０
名
の

学
生
が
履
修
し
て
い
ま
す
。
８
月
１９
日
に
九

州
大
学
西
新
プ
ラ
ザ
（
福
岡
市
早
良
区
）
で

行
わ
れ
た
「
博
多
の
郷
土
料
理
と
食
文
化
」

で
は
、
中
村
学
園
大
学
短
期
大
学
部
食
物
栄

養
学
科
の
松
隈
教
授
に
よ
る
、
博
多
の
郷
土

料
理
の
歴
史
や
特
徴
な
ど
の
講
義
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

宮
崎
県
口
蹄
疫
被
害
へ
の

義
援
金
募
金

中
村
学
園
大
学

の
合
同
職
員
会
で

は
平
成
２２
年
７
月

７
日
か
ら
７
月
２６

日
に
か
け
て
、
宮
崎
県
口
蹄
疫
被
害
へ

の
義
援
金
募
金
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

教
職
員
か
ら
集
ま
っ
た
募
金
は
、「
宮

崎
県
口
蹄
疫
被
害
義
援
金
」
と
し
て
、

宮
崎
県
共
同
募
金
会
に
寄
付
さ
れ
ま
し

た
。
一
日
も
早
い
復
興
を
お
祈
り
し
て

い
ま
す
。

教
員
の
表
彰

日
本
産
業
科
学
学
会
優
秀
賞

平
成
２２
年
７

月
、
片
山
富
弘

教
授
（
大
学
・

流
通
科
学
部
）

が
日
本
産
業
科

学
学
会
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

自
身
の
著
書
「
顧
客
満
足
対
応
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
戦
略
」（
五
絃
舎
）
の
、
顧
客
満

足
に
関
す
る
新
た
な
視
点
や
事
例
が
評
価
の

対
象
と
な
り
、
受
賞
に
至
り
ま
し
た
。
本
書

は
、
顧
客
満
足
を
中
心
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

戦
略
に
つ
い
て
論
じ
て
お
り
、
理
論
編
で
は

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク

を
示
し
顧
客
満
足
に
関
す
る
考
察
を
行
い
、

顧
客
満
足
の
展
開
を
試
み
て
い
ま
す
。
ま
た

実
際
編
で
は
、
顧
客
満
足
に
つ
い
て
の
空
間

の
広
が
り
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
度
合
い
、

業
界
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
か
ら
の
観
点
に
よ

る
事
例
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

教
職
員
の
動
き

採
用
人
事

（
平
成
２２
年
９
月
１
日
付
）

講
師
（
大
学
流
通
科
学
部
）

後
藤

恵
美

（
平
成
２２
年
１０
月
１
日
付
）

教
務
課
係
長

豊
増

健
治

教員の出版物
著者は、本学教員のみ記載、（ ）内
は出版社、発行年月

「小学校外国語活動のための
校内研修パーフェクトガイド
ブック」

田村 知子
大学・栄養科学部・講師 共著
（教育開発研究所 平成２２年７月）

「食品学実験」

橋本俊二郎
短期大学部・食物栄養学科・教授 編著
太田 千穂
大学・栄養科学部・助教 共著
（講談社 平成２２年９月）

「英語で読む日本の魅力
Fabulous Japan」

津田 晶子
短期大学部・食物栄養学科・講師 共著
（センゲージラーニング 平成２２年９月）

「SOTO ASOBI
外遊び応援マップ」

中村学園大学付属あさひ幼稚園
園 長 那須信樹

（短期大学部・幼児保育学科・准教授）
主任教諭 山本美香
教 諭 河野裕美 福嶋理恵

秀平花子 二分裕美
志水陽子 中村麻衣

共著
（福岡市城南区保健福祉センター子育て支援課 平成２２年８月）
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